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メビシ，ヒメシロアサザ， ミカワタヌキモ，

コタヌキモ，ヒメタヌキモ，マルバオモダカ，

セトヤナギスブタ，コウガイモ，オヒルムシ

口，イバラモ， ミズアオイ，ウキガヤ， ミク

リ

絶滅危惧n 類 ：デンジソウ，サンショウモ，才 

オアカウキクサ，ヒメコウホネ，オグラノフ 

サモ，スブタ，ササバモ，イトモ，サガミト 

リゲモ，才オトリゲモ，シズイ

準絶滅危惧：ミズニラ，マツモ，オニビシ，夕 

チモ，ガガブタ， トチカガミ，セキショウモ， 

エビアマモ，コアマモ，リュウノヒゲモ，力 

ワツルモ，ウキシバ，ヤマトミクリ

( 角 野 康 郎 ）

〇川道美枝子•岩槻邦男•堂本暁子（編）『移入• 

外来.侵入種一生物多様性を脅かすもの』 （築地 

書館，2001年12月，四六判，333頁 ,2,800円+ 税)

移入種の問題は，動物，植物を問わず生物多様 

性保全の観点から深刻な問題であるという認識が 

ようやく広がり始めた.本書は15章からなり，さ 

まざまな生物群における移入種の現状とどのよう 

な問題を引き起こしているかを紹介している.さ 

らに世界自然保護連合 ( IU C N )による取り組み 

や移入種に対する法規制や検疫体制の話題まで， 

幅広い内容が取19扱われている.水草に間しては 

「侵入する水生植物」として，最近の急増する外 

来種の実態とその背景が報告されている.行政レ 

ベルでも取り組みが始まろうとしている移入種問 

題の今を知るために，たいへん参考になる.

( 角 野 康 郎 ）

〇上赤博文著『ちょっと待ってケナフ！ これで 

いいのピオトープ？』（地人書館，2001年11月，A 

5 版 183頁 , 1，800円+ 税）

「環境にやさしい植物」 として広まっているヶ 

ナフがほんとうに環境にやさしいのか？という疑 

問を軸に，良かれと思って行われている行為が日

本の自然を破壊している（あるいはその可能性が 

ある）現実について平易な言葉で問題提起してい 

る.公共事業や市民の取り組みの中でもしばしば 

行われている植栽やホタル，メダカ，コイの放流 

が何故問題か？ ちまたで行われている「ピオトー 

プ」づくりは「自然復元」 と言えるのだろうか？

善意で行われるこのような取り組みの問題点を， 

生物多様性の保全をキーワードに整理している. 

タイトルでは-T•分を占める「ピオトープ」に関す 

る部分が少ないのが物足りないが，基本的な姿勢 

は打ち出されているので，続編を期待することに 

しよう.本書はケナフや「ピオトープ」を進める 

学校の先生方や_ -般の方にこそ読んでいただきた 

い本である. （角 野 康 S広）
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